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【目的】 政府全体におけるEBPM（証拠に基づく政策立案）の定着、国民のニーズへの対応等の統計行政
部門を超えた見地から推進するため、関係閣僚等で構成する統計改革推進会議を設け、改革の大きな
方向性を取りまとめるとともに、改革の進捗状況をチェックする。

統計改革推進会議

政策、施策、事務事業の各段階におけるＥＢＰＭの新たな取組

証拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ）推進の取組 資料４

○政策評価の仕組みを活用し、各省の

ＥＢＰＭ推進状況（データ・所在情報の明記、
データ分析の妥当性等）をチェック

○政策効果の把握・分析手法についての実
証的共同研究→成果の横展開



統計改革推進会議最終取りまとめ（抄） 

（平成 29年 5月 19日統計改革推進会議決定） 

１．ＥＢＰＭ推進体制の構築 

（３）政策、施策、事務事業の各段階における取組 
政策、施策、事務事業の各段階においてＥＢＰＭを推進し、政策の評価を、

政策改善と次なる政策立案につなげていく。このため、焦点を絞り、当面、本

年度から順次、以下の取組によりＥＢＰＭの実践を進める。その際、ＥＢＰＭ

推進統括官は、これらの取組に係るＥＢＰＭサイクルが円滑に実行されるよう

指導等を行うものとする。 

（ア）経済・財政再生計画の点検・評価における取組 

（略） 

（イ）政策評価における取組 

総務省は、統計等データ利活用の推進及び統計等データの評価書等への明

記を、政策評価各府省連絡会議等を通じて改めて徹底する。また、統計等デ

ータの利活用状況、分析の妥当性等について、各府省から提出された評価書

をチェックするとともに、必要に応じ、具体的改善策を提示する。加えて、

ＥＢＰＭのリーディングケースの提示を目指し、総務省、関係府省及び学識

経験者による政策効果の把握・分析手法の実証的共同研究を行う。 

（ウ）行政事業レビューにおける取組 

（略） 

 

 

 

経済財政運営と改革の基本方針 2017について（抄） 

（平成 29年 6月 9日閣議決定） 

U第２章 成長と分配の好循環の拡大と中長期の発展に向けた重点課題 

 ５．安全で安心な暮らしと経済社会の基盤確保 

（６）統計改革の推進 

「統計改革推進会議最終取りまとめ」等に基づき、証拠に基づく政策立案（Ｅ

ＢＰＭ）と統計の改革を車の両輪として、一体的に推進する。 

ＥＢＰＭ推進の要となる機能を整備するとともに、政策、施策、事務事業の各

段階のレビュー機能における取組を通じてＥＢＰＭの実践を進め、ＥＢＰＭ推進

体制を構築する。（以下、略） 
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